
学校・家庭・地域の連携協力の推進

①

 

学校支援地域本部事業

【概要】

 

地域住民がボランティアとして学校の教育活動を支援する仕組みづくりを促進（Ｈ２０～）

【進捗状況】
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○支援の進め方や全体の方向性等について議論

調整

地域コーディネーター

○ボランティア間や学校との連絡調整を行う

教

 

員

※上記は標準的なパターンであり、それぞれの地域、学校の実情に応じた仕組み

 

となっている。

②

 

放課後子どもプランの推進（放課後子ども教室）

【概要】

 

放課後や週末等に、全ての子どもを対象として、学校の余裕教室等を活用して安全・安

 

心な活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の協力を得て、様々な体験・交流活動等の機

 

会を提供。また、この取組の中で、家庭の経済力等にかかわらず、学ぶ意欲のある子ども

 

たちに学習機会を提供。

都道府県
＜推進委員会＞

○域内の総合的な放課後対

 

策事業の在り方検討
○研修の実施

市町村
＜運営委員会＞

○教室の実施
○活動内容、運営方法検討

コーディネーター
（総合調整）

学習アドバイザー

安全管理員
【事業の
仕組み】

【進捗状況】

※放課後子どもプラン：原則として全ての小学校区において、「放課後子ども教室」（文部科学省）と「放課後児

 

童クラブ」（厚生労働省）を総合的な放課後対策として一体的あるいは連携して実施。（Ｈ１９～）

H22

市町村数 1,065

実施箇所数 9,280
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